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第７期プランにおける基本理念・重点取組の設定と主な施策・事業に係る 

各ワーキンググル―プの主な意見について 

 

１ 基本理念，重点取組について 

 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 

 「第７期プラン策定に当たっての課題と方向

性」の１について，いつまでも健康でいるのに

も限界があり，加齢に伴い衰えていくものであ

るため，「いつまでも」の表現よりも，「できる

限り」などの表現がいいのではないか。 

（高齢ＷＧ） 

 御意見を踏まえ，表現を修正しました。 

⇒ 「１ 高齢者が可能な限り健康で自立

した生活を継続できる環境づくり」とし

ます。 

 

２ 主な施策・事業について 

 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 

 「通いの場の利用者数」や「健康寿命の延伸」

の数値目標化など，数値目標については，でき

るだけ「アウトカム指標」も設定した方がいい

のではないか。（介護ＷＧ） 

いただいた御意見を踏まえ，重点取組１の

１（１）の指標として「スポーツ関係のグル

ープやクラブに週１回以上参加している方

の割合」，「要支援・要介護認定者出現率」，

重点取組１の２（１）の指標として「ボラン

ティアのグループに参加している方の割合」

を追加するほか，プラン策定過程の中で，検

討してまいります。 

２ 

 重点取組１の１（１）の「生活習慣病の重症

化予防と介護予防の連携促進」は重要である

が，どのように取り組むのか。予防の繋がりは

大事なので，一体的に施策を打ち出して取り組

んでほしい。（高齢ＷＧ） 

いただいた御意見を踏まえ，プラン策定過

程の中で，具体的な内容について検討してま

いります。 

３ 

 重点取組１の１（２）の「誤嚥性肺炎などの

予防及び口腔ケアの推進」に関して，口腔機能

の低下を防ぐことは，様々な疾病，介護予防に

有効である。誤嚥性肺炎だけを予防するもので

はない。（高齢ＷＧ） 

 代表的なものとして，誤嚥性肺炎を例示し

ているものですが，御指摘のとおり，誤嚥性

肺炎だけでなく様々な疾病予防や介護予防

が重要ですので，御意見を踏まえ，表現を修

正します。 

⇒ 「誤嚥性肺炎などの疾病予防や生活の質

の向上につながる口腔ケアの推進」 

４ 

 重点取組１の１（２）の「誤嚥性肺炎などの

予防及び口腔ケアの推進」に関連して，施設で

の歯科衛生士による口腔ケアの取組が効果的

であった。何かプランに反映できないか。 

（介護ＷＧ） 

いただいた御意見を踏まえ，プラン策定過

程の中で検討してまいります。 

資料１別紙 
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 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

５ 

○ 重点取組１の２（１）について，担い手づ

くりは大切だが，何人が修了したかよりも，

研修を修了した人がどのように活躍するか

が，より重要である。（高齢ＷＧ） 

○ 支え合い型ヘルプサービス従事者養成研

修等について，担い手のマッチングなどに力

を入れるべきである。（介護ＷＧ） 

 御意見を踏まえ，表現を修正しました。 

⇒ 「支え合い型ヘルプサービス従事者養成

研修の実施及び研修修了者への支援」 

６ 

 重点取組２の２（２）の「認知症医療体制の

充実」について，認知症の方の合併症への対策

が求められる。（介護ＷＧ） 

「認知症医療提供体制の充実」について

は，主として認知症の方の身体合併症への対

応が可能である認知症疾患医療センターの

指定・設置や認知症サポート医の養成等を想

定して記載しております。 

また，一般病院における認知症対応力向上

のため，平成２８年度から「病院勤務医療従

事者認知症対応力向上研修」を開始したとこ

ろです。 

これらの取組により，認知症医療提供体制

の充実を図りたいと考えております。 

７ 

 重点取組３の１（１）の「サービス付き高齢

者向け住宅や有料老人ホームに対する適切な

サービス提供のための指導」について，適切な

指導基準は定まっているのか。（介護ＷＧ） 

「京都市有料老人ホーム及びサービス付

き高齢者向け住宅設置運営基準指針」に基づ

き指導をしています。 

なお，新たに業務停止命令の創設など老人

福祉法の改正が行われるため，今後の国の動

向を注視してまいります。 

８ 

 重点取組３の２（１）の「介護療養型医療施

設の転換支援」について，どのような支援をす

るのか。（介護ＷＧ） 

介護療養型医療施設の転換については，国

の動向を注視し，国基準を参考に本市基準を

検討していきます。 

 なお，各事業者には本市ホームページ等に

おいて制度の周知徹底を図っていきます。 

９ 

 重点取組３の２（３）の「介護休暇，介護休

業を利用しやすい環境づくりに向けた普及・啓

発」について，就労支援は当然として，家族介

護者向けの情報発信等をすべき。家族介護の事

例紹介など，離職せずに働き続けられること

を，企業等にもアプローチしていく必要があ

る。（介護ＷＧ） 

○ 御意見を踏まえ，表現を修正しました。 

 ⇒ 「介護のための離職をせずに働き続け

られる環境づくりに向けた普及・啓発

（介護休業・介護休暇等を利用しやすい

職場づくり，仕事と介護の両立に関する

情報提供等）」 

○ 御意見を踏まえ，主な施策・事業を追加

しました。 

 ⇒ 「ダブルケアなどの複合的な課題を抱

えた方も含めた家族介護者支援の推進」 
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 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

10 

 重点取組３の３「介護・福祉に従事する担い

手の確保・定着及び育成」について，介護福祉

士の養成状況が芳しくない。基礎教育を受けた

担い手を確保する取組が必要。中高生の進路相

談の際に介護関係が敬遠されることがあるな

ど，課題は多い。（介護ＷＧ） 

 

京都府や関係部署と連携し，介護職場の魅

力発信に係る取組を進めていきます。 

 

 

11 

 重点取組３の３「介護・福祉に従事する担い

手の確保・定着及び育成」に関連するが，ＥＰ

Ａ（経済連携協定）による外国人労働者の雇用

について，国は人材不足解消を事業目的として

いないが，現地法人設立の動きや悪徳業者の例

など，何らかの対応が必要ではないか。 

（介護ＷＧ） 

 

ＥＰＡによる外国人労働者の受入れに加

えて，平成２９年１１月から外国人技能実習

制度に介護職種が追加されることになって

います。悪徳事業者等に対しては，国や京都

府と連携して対応してまいります。 

 

12 

 重点取組４の１（１）「地域ケア会議の充実」

について，地域課題の把握・整理が重要だが，

課題等のボトムアップとフィードバックがど

れだけできているのか。介護保険制度等の充実

につなげる仕組みが必要である。（介護ＷＧ） 

 平成２７年度から新たに日常生活圏域を

標準とする地域ケア会議を設置し，地域ケア

会議の全体構成を機能別，エリア別に再構築

のうえ，実施し，その定着化を図ってきたと

ころです。 

 地域ケア会議では，多くの地域において，

認知症対策が地域課題であるとして，今後の

検討の方向性や取組内容について協議が行

われています。 

これを踏まえ，認知症の早期発見・支援の

仕組みを充実させる本市の施策「認知症初期

集中支援モデル事業」の拡充等について，本

推進協議会において御審議を諮る等の取組

を進めてきたところです。 

 地域ケア会議における地域課題の検討内

容がより効果的に活かせるよう，今後とも取

組を推進してまいります。 

13 

 重点取組４の１（１）の「市域，区域，日常

生活圏域，学区域，個別の各層における地域ケ

ア会議の推進」について，日常生活圏域，学区

域で支えるシステム構築のため，それらの圏域

でリーダーになれる担い手を，研修等で養成し

ていくべき。（介護ＷＧ）  

新たな体系化をはかった地域ケア会議を

実効性のあるものとできるよう，日常生活圏

域，学区域レベルでの推進役としての役割を

担う地域包括支援センターにおいて，従来の

初任者・現任者研修等に加え，平成２７年度

から管理責任者（センター長）を対象に研修

等の実施に取り組んでおります。引き続き，

研修等を通じて，担い手の育成等に取り組ん

でまいります。 
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 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

14 

 重点取組４の１（２）の「高齢者や障害など

の複合化したニーズへの相談対応，関係機関と

の連携強化に向けた，障害者施策等に関する研

修会や情報交換等の実施」について，介護施設

では「介護」の切り口で利用者に対応するが，

複合化したニーズに対応するため，外から関係

者が集まって検討会を開くなど，対応を支援す

る仕組みが必要である。（介護ＷＧ） 

○ 高齢者施策と関連する場面の多い障害

者施策等について，地域包括支援センター

職員が市民から相談を受けた時に，障害者

施策に関する相談窓口に係る知識や情報

の共有を図る等の取組を検討してまいり

ます。 

また，できる限り個々のニーズに対応で

きるよう，ケアプラン作成の質向上に向け

た情報共有，検討会等の実施についても検

討してまいります。 

○ これまでから，京都市地域リハビリテー

ション推進センターのリハビリ専門職等

が，障害福祉サービス事業所のほか，介護

保険施設・事業所に対しても，障害のある

利用者への支援方法等に関する研修・助言

等の支援を行ってきたところですが，今

後，更なる取組の強化を検討してまいりま

す。 

15 

 重点取組４の２の「看取り対策を含む在宅療

養支援の推進」について，適切なところでの看

取りが重要。また，「在宅療養あんしん病院登

録システム」の推進について，普及が進んでい

ないので，原因を探ってほしい。（介護ＷＧ） 

○ 「看取り対策を含む在宅療養支援の推

進」は，主として京都地域包括ケア推進機

構としての取組であり，「看取り支援施設

ガイドブック」による施設職員の看取り支

援の充実やリーフレット「考えてみましょ

う『人生の終い仕度』と医療」の発行によ

るアドバンス・ケア・プランニング普及啓

発等を行っています。 

○ 「在宅療養あんしん病院登録システム」

の普及については，同システムを所管する

「在宅療養あんしんプロジェクト会議」に

おいて，普及の現状等について情報収集を

図り，分析を行います。 
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３ その他 

 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 
 地域包括ケアシステムの「深化」に向けて，

どういった事業に取り組むのか（介護ＷＧ）。 

○ 今般の制度改正においては，「地域包括

ケアシステムの深化・推進」のため，主に，

①自立支援・重度化防止に向けた保険者機

能の強化，②医療・介護の連携，③地域共

生社会の実現，といった３点の取組を推進

することとしています。 

○ 本市においては，この観点を踏まえ，と

りわけ以下の事業に取り組みたいと考え

ております（「主な施策・事業」の抜粋）。 

・ 地域における自主的な介護予防の取組

への支援（【重点取組１】１（１）） 

・ 多職種連携によるケアマネジメント支

援の充実（【重点取組１】１（１）） 

・ 地域支え合い活動創出コーディネータ

ーの活動や地域支え合い活動調整会議

での協議などによる，地域特性や地域課

題に応じた多様な主体による生活支援

サービスの創出（【重点取組２】１（１）） 

・ 市域，区域，日常生活圏域，学区域，

個別の各層における地域ケア会議の推

進，同会議への多職種の参画 

（【重点取組４】１（１）） 

・ 高齢や障害などの複合化したニーズへ

の相談対応，関係機関との連携強化に向

けた，障害者施策等に関する研修会や情

報交換等の実施（【重点取組４】１（２）） 

・ 高齢者を対象とした，在宅医療・介護

連携支援センターの活動を通じた医療

介護連携の推進（【重点取組４】２） 

 


